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の推移である。香港は 2014 年に日本を上回っており，以後 2018 年まで 4か国・地域の中
では最も一人当たり GDPが高い地域となっている。一人当たり GDPは国民の所得水準
と連動するため，日本から高付加価値な製品を輸入できることとなる。2018 年時点では，










2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
⾹港 32,422 34,951 36,620 38,230 40,182 42,322 43,496 46,096 48,451
⽇本 44,674 48,169 48,633 40,490 38,156 34,569 38,805 38,343 39,304
韓国 23,087 25,096 25,467 27,183 29,250 28,732 29,296 31,577 33,320
台湾 19,262 20,912 21,270 21,888 22,639 22,374 22,573 24,390 25,008
中国 4,524 5,583 6,329 7,081 7,702 8,167 8,116 8,677 9,580
図表 1　一人当たり GDPの推移（単位：米ドル）
出所：IMF “World Economic Outlook April 2020”
 
北京市 上海市 天津市 江蘇省 浙江省 福建省
19,630 18,897 16,900 16,124 13,810 12,768









































2019 年 11 月には，輸出限定という条件付きで酒税免許取得の新規参入障壁が撤廃され









⾹港 18.1 1.12 56.4 4.05
台湾 48.9 0.70 34.6 0.85
中国 11.9 3.20 17.2 4.11
韓国 18.7 0.35 11.4 0.80
アメリカ 1.4 0.45 2.7 0.28
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